
対策一覧表 令和８年２月末時点

学校 № 箇所名 通学路の状況・危険の内容 対策内容 対策年度

1 旧４号線アテネ前
過去に事故が多発し、通学の時間帯は
交通量が多い。保護者の送迎の車の出
入りが激しい。

学校は、交通安全指導を継続する。 令和７年度～

2
つつみ内科外科こ
どもクリニック交
差点

交差点に信号が無く、交通量が多いう
え、非優先道路側の一時不停止が見受
けられる。十分な左右の確認が必要。

警察署は、取り締まり強化（スピード、一時不停止）を検討する。
大河原土木事務所は、路面標示の塗りなおしを検討する。
危機管理課は、交通指導隊への立哨等を検討する。

令和８年度～

3 梅津内科前の道路
横断歩道はあるが、横断歩道がない道
路を渡ろうとする児童がいて、危険で
ある。

警察署は、一時停止線の強調（見えやすさ・太さ）を検討する。
危機管理課は、交通指導隊への立哨等を検討する。
学校は、交通安全指導を継続する。

令和７年度～

4 中央公園の交差点

歩道の幅が狭く、交通量が多いため、
道路横断が非常に危険である。また、
側溝も多いため、歩くときに危険であ
る。

国土交通省と建設課は、路側帯の塗りなおし等を検討する。
（ゾーン３０プラスのエリア内）
学校は、交通安全指導を継続する。

令和７年度～

5
白石第二小学校前
の高架橋

ガードレールがなく、道路にはみ出て
しまう児童がいる。

警察署は、横断歩道の塗りなおしの検討及びパトロールを強化する。
大河原土木事務所は、高架橋のデリネーター（視線誘導標）を増設する。
建設課は、冬期間に融雪剤を提供する。

令和８年度～

6
越河公民館近く高
架橋下カーブ

カーブミラーに子どもが映らない。対
向車も見えづらい。

建設課は、傾いているカーブミラーの再設置を検討する。
学校は、交通安全指導を継続し、落ち葉で隠れる路肩等の清掃活動を地域で
取り組む。

令和８年度～

7
平ため池付近の水
路

用水路が深く、進入禁止用の柵等もな
い。

建設課は、側溝等（ガードレール・ポール・縁石）の設置を検討する。
学校は、交通安全指導を継続する。

令和７年度～

大平小学
校

8
法華経寺近くの川
沿い

道路の幅が狭く、歩道と車道の区別が
無い。用水路が深く、ガードレールも
ない。

建設課は、側溝等（ポール・路面塗装）の設置を検討する。
学校は、交通安全指導を継続する。

令和７年度～

白石第一
小学校

白石第二
小学校

越河小学
校
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9
大鷹沢公民館から
学校までの歩道

交通量は多いが、歩道と車道の区別が
無い。降雪時には特に注意が必要であ
る。

建設課は、カーブミラーの設置を検討する。
学校は、保護者への指導（校門までの引率）を検討する。

令和８年度～

10
大鷹沢２区の伊藤
商店前のカーブ付
近

道路の幅が狭く、見通しが悪い。
警察署は、横断歩道等の塗りなおしを検討する。
大河原土木事務所は、グルーンベルトの設置を検討する。

令和８年度～

白川小学
校

11
白川小学校前の県
道（五合田橋付
近）

横断歩道はあるが、交通量が多く、児
童は車の合間をぬって横断しなければ
ならない。

警察署は、横断歩道等の塗りなおしを検討する。
大河原土木事務所は、路面標示及びドットラインの塗りなおしを検討する。

令和８年度～

12
中ノ狐沢南の歩道
橋付近

道路の幅が狭く、歩道がない。
警察署は、路面標示（止まれ）の塗りなおしを検討する。
建設課は、外側線の塗りなおし及びデリネーターの設置を検討する。

令和８年度～

13
山根跨道橋付近の
用水路

道路の幅が狭く、脇に深い用水路があ
り、ガードレール等の設置はない。

建設課は、デリネーター及び用水路のグレーチング（コンクリート平板）の
設置を検討。

令和８年度～

14
大正自動車の交差
点

五叉路であるうえに、交通量が多く、
スピードを出す車が多い。

警察署は、パトカーによる定点監視を検討する。
危機管理課は、交通指導隊による立哨の検討する。
建設課は、歩道の窮屈な部分への対策を検討する。

令和８年度～

15
深谷小学校前のト
ンネル

スピードを出して走行する車が多い。
警察署は、パトロールの実施を検討する。
建設課は、トンネルの歩道部分のデリネーターの設置を検討する。

令和８年度～

深谷小学
校

大鷹沢小
学校

福岡小学
校
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16
白石中学校から中
央公園方面

側溝が深く、ふさいでいない箇所が多
い。道幅が狭く、夜間電灯は少なく、
足を踏み外す危険性がある。

建設課は、側溝等の設置を検討する。
学校は、交通安全指導を継続する。

令和7年度～

17
旧４号線（川井石
油から碧水園）

歩道の幅が狭く、車通りが多い。
建設課は、グリーンベルトの塗りなおしを検討する。
学校は、交通安全指導を継続する。

令和７年度～

18
福岡長袋ゆさ美容
室付近交差点

歩行者も車も見えにくいため、危険。 建設課は、ドットラインの追加及びカーブミラーの設置を検討する。 令和８年度～

19
福岡長袋の東北自
動車道下トンネル

車から歩行者が確認しにくい。
危機管理課は、日中でも暗い照明の動作を確認する。
建設課は、トンネル片側の路側帯の着色（グリーンベルト）及びデリネー
ターの設置を検討する。

令和８年度～

20
大正自動車から深
谷小学校までの間

暗くなる時間帯、街灯が少ない。 危機管理課は、防犯灯の設置を検討する。 令和８年度～

21
東中学校の坂下の
交差点

横断歩道がなく、斜め横断する生徒が
多い。送迎等で車の往来が多い。

建設課は、道路への切り下げ（横断用）及び道路照明を設置する。
警察署は、道路環境が整備された後、横断歩道を設置する。

令和８年度～

22
緑が丘一丁目テニ
スコート下の交差
点

見通しが悪く、事故発生の恐れあり。 建設課は、路面標示（運転者への注意喚起）を検討する。 令和８年度～

白石中学
校

福岡中学
校

東中学校
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